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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月24日(2016.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　慢性又は急性のUVBにより誘発される皮膚損傷又はUVBにより誘導される浮腫を低減させ
る製剤であって、皮膚中の血管内皮成長因子（VEGF-A）の発現、活性又はレベルを低減さ
せる因子を含んでなる製剤。
【請求項２】
　皮膚中のVEGF-C又はVEGF-Dの発現、活性又はレベルを増加させる因子をさらに含んでな
る、請求項１に記載の製剤。
【請求項３】
　前記VEGF-Aの発現、活性又はレベルを低減させる因子が、VEGF-A又はVEGF受容体（VEGF
R）-2に特異的に結合する抗体、突然変異した不活性のVEGF-Aポリペプチド、可溶性VEGFR
-2ポリペプチド又はその断片、VEGF-A又はVEGFR-2核酸に結合してVEGF-A又はVEGFR-2の発
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現を低減することのできる核酸及びVEGFRチロシンキナーゼ阻害剤からなる群から選ばれ
る、請求項２に記載の製剤。
【請求項４】
　前記VEGF-C又はVEGF-Dの発現、活性又はレベルを増加させる因子が、VEGF-C又はVEGF-D
ポリペプチドの配列を含んでなるポリペプチド又はVEGF-C又はVEGF-Dポリペプチドをコー
ドする配列を含んでなる核酸である、請求項２に記載の製剤。
【請求項５】
　前記VEGF-Aの発現、活性又はレベルを低減させる因子が、VEGF-A又はVEGFR-2に特異的
に結合する抗体である、請求項３に記載の製剤。
【請求項６】
　前記VEGF-Aの発現、活性又はレベルを低減させる因子が、アンチセンス核酸、siRNA及
びリボザイムからなる群から選ばれるVEGF-A又はVEGFR-2核酸に結合してVEGF-A又はVEGFR
-2の発現を低減することのできる核酸である、請求項３に記載の製剤。
【請求項７】
　前記VEGF-Aの発現、活性又はレベルを低減させる因子が、VEGFRチロシンキナーゼ阻害
剤である、請求項３に記載の製剤。
【請求項８】
　担体をさらに含んでなる、請求項１～６のいずれか１項に記載の製剤。
【請求項９】
　前記担体がリポソームである、請求項８に記載の製剤。
【請求項１０】
　局所投与のために処方されている、請求項１～９のいずれか１項に記載の製剤。
【請求項１１】
　前記製剤が筋肉内、腹腔内、皮下又は静脈内投与にために処方されている、請求項１～
９のいずれか１項に記載の製剤。
【請求項１２】
　保存剤、香料、保湿剤又は日焼け止め剤の１又は複数をさらにふくんで成る、請求項１
～９のいずれか１項に記載の製剤。
【請求項１３】
　溶液、クリーム、軟膏、ゲル、ローション、シャンプー、石鹸又はエーロゾルとして処
方されている、請求項１～９のいずれか１項に記載の製剤。
【請求項１４】
　慢性又は急性のUVBにより誘発される皮膚損傷又はUVBにより誘導される浮腫を低減させ
る製剤を調製するための、皮膚中のVEGF-Aの発現、活性又はレベルを低減させる因子の使
用。
【請求項１５】
　前記製剤が、皮膚中のVEGF-C又はVEGF-Dの発現、活性又はレベルを増加させる因子をさ
らに含んでなる、請求項１４に記載の使用。
【請求項１６】
　前記VEGF-Aの発現、活性又はレベルを低減させる因子が、VEGF-A又はVEGFR-2に特異的
に結合する抗体、突然変異した不活性のVEGF-Aポリペプチド、可溶性VEGFR-2ポリペプチ
ド又はその断片、VEGF-A又はVEGFR-2核酸に結合してVEGF-A又はVEGFR-2の発現を低減する
ことのできる核酸及びVEGFRチロシンキナーゼ阻害剤から成る群から選ばれる、請求項１
４に記載の使用。
【請求項１７】
　前記VEGF-Aの発現、活性又はレベルを低減させる因子が、VEGF-A又はVEGFR-2に特異的
に結合する抗体である、請求項１６に記載の使用。
【請求項１８】
　前記VEGF-Aの発現、活性又はレベルを低減させる因子が、アンチセンス核酸、siRNA及
びリボザイムからなる群から選ばれるVEGF-A又はVEGFR-2核酸に結合してVEGF-A又はVEGFR
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-2の発現を低減することのできる核酸である、請求項１６に記載の使用。
【請求項１９】
　前記VEGF-Aの発現、活性又はレベルを低減させる因子が、VEGFRチロシンキナーゼ阻害
剤である、請求項１６に記載の使用。
【請求項２０】
　前記VEGF-C又はVEGF-Dの発現、活性又はレベルを増加させる因子が、VEGF-C又はVEGF-D
ポリペプチドの配列を含んでなるポリペプチド又はVEGF-C又はVEGF-Dポリペプチドをコー
ドする配列を含んでなる核酸である、請求項１５に記載の使用。
【請求項２１】
　前記製剤が浮腫を低減させる、請求項１４～２０のいずれか１項に記載の使用。
【請求項２２】
　前記製剤が担体をさらに含んでなる、請求項１４～２１のいずれか１項に記載の使用。
【請求項２３】
　前記担体が賦形剤、滑剤、崩壊剤又は結合剤である、請求項２２記載の使用。
【請求項２４】
　前記担体がリポソームである、請求項２２に記載の使用。
【請求項２５】
　前記製剤が徐放性である、請求項１４～２４のいずれか１項に記載の使用。
【請求項２６】
　前記製剤が局所投与のために処方されている、請求項１４～２５のいずれか１項に記載
の使用。
【請求項２７】
　前記製剤が溶液、クリーム、軟膏、ゲル、ローション、シャンプー、石鹸又はエーロゾ
ルである、請求項１４～２６のいずれか１項に記載の使用。
【請求項２８】
　前記製剤が保存剤、香料、保湿剤又は日焼け止め剤の１又は複数をさらに含んで成る、
請求項１４～２７のいずれか１項に記載の使用。
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